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□
新
年
役
員
会
開
催 

 
 
 

平
成
二
一
年
一
月
二
五
日 

 
午
前
十
一
時
開
会
、
住
職
挨
拶
、 

総
代
長
佐
久
間
清
氏
挨
拶
、
副
住
職

挨
拶
、
議
事
に
入
り
、
一
、
退
任
役

員
に
つ
い
て
、
新
任
役
員
紹
介
、
二
、

平
成
二
十
年
度
行
事
報
告
、
三
、
平

成
二
一
年
度
行
事
予
定
等
、
そ
の
他

と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
先
住
洞
光

大
和
尚
の
七
回
忌
に
併
せ
「
報
恩
大

授
戒
会
」
を
計
画
中
と
の
お
知
ら
せ

を
し
、
終
わ
っ
て
総
代
榎
本
善
一
氏

乾
杯
に
よ
り
懇
親
会
に
移
り
ま
し

た
。 

 

▼
退
任
役
員 

 

東
本
町 

宮
野
猪
吉
氏 

二
葉
町 

小
菅
鐵
作
氏 

長
年
に
わ
た
り
世
話
役
員
と
し

て
ご
尽
力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

▼
新
任
役
員
委
嘱 

西
本
町 

坂
上
貞
夫
氏 

寅 

田 

須
貝
幸
隆
氏 

地
区
世
話
役
員
と
し
て
寺
の
護

持
発
展
に
御
協
力
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

■

 

訃
報 

 

大
川
町 

高
橋
兼
松
氏 

ご
逝
去 

平
成
二
十
年
七
月
九
日 

享
年
九
十
歳 

寅 

田 

高
橋
貞
男
氏 

ご
逝
去 

平
成
二
十
年
八
月
二
七
日 

享
年
八
四
歳 

大
川
町 

小
野
金
一
氏 

ご
逝
去 

平
成
二
十
年
十
二
月
十
六
日 

享
年
七
九
歳 

 

長
年
世
話
役
員
と
し
て
お
務
め
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
ご
労
苦
に
深
く
感
謝
し
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。  

□
工
事
関
係
報
告 

 

消
雪
パ
イ
プ
用
井
戸
掘
り
他 

昨
年
秋
に
従
来
の
井
戸
が
使
用
不

能
と
な
り
、
新
た
に
消
雪
用
の
井
戸
を

掘
り
ま
し
た
。
他
ガ
ス
漏
れ
修
理
、
水

道
管
水
漏
れ
修
理
、
境
内
墓
地
内
の
樹

木
伐
倒
の
工
事
を
行
い
ま
し
た
。 

 

□
永
平
寺
だ
よ
り 

 

今
年
二
男
秀
孝
は
永
平
寺
三
年
目

に
な
り
ま
す
。
現
在
監
院
寮
の
行
者
と

し
て
修
行
中
で
す
。
又
三
男
は
四
月
か

ら
駒
大
仏
教
学
部
四
年
、
仏
教
学
を
勉

強
中
。
副
住
職
は
じ
め
三
人
と
も
仏
教

の
道
に
進
ん
で
い
ま
す
。
有
難
い
こ
と

で
す
。 

●
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

副
住
職
紹
介 

      

神
田

か

ん

だ

 

孝
こ
う

純
じ
ゅ
ん

 
 

昭
和
五
七
年
八
月
四
日
生 

 

得
度 

平
成
八
年
八
月
五
日 

立
身 

平
成
十
三
年
十
月
二
一
日 

 
 
  

円
福
寺
蒲
木
悦
恵
初
会
に
て 

修
学 

平
成
十
三
年
四
月
駒
澤
大
学

仏
教
学
部
入
学
、
十
七
年
三

月
卒
業
、
三
月
十
一
日
か
ら

平
成
二
十
年
五
月
六
日
ま
で

大
本
山
永
平
寺
僧
堂
に
安
居 

伝
法 

平
成
十
七
年
十
月
十
三
日 

 
 
  

広
厳
寺
神
田
英
俊
の
室
に
て 

転
衣 

平
成
十
九
年
三
月
八
日 

瑞
世 

平
成
十
九
年
五
月
四
日
大
本

山
永
平
寺
、
平
成
二
十
年
三

月
十
日
日
大
本
山
總
持
寺 

教
師 
平
成
二
十
年
五
月
二
六
日 

 
 
 

正
教
師
補
任 

副
住 

平
成
二
十
年
九
月
十
日 

広
厳
寺
副
住
職
任
命
、
色
衣

被
着
許
状
受
く 

写経会 毎月（１月２月を除く）第２日曜 時間午後１時～随時（１６時終了）都合付く時間にできます。 

●写経を始めませんか！ 

期日 毎月第二日曜日（１月２月はお休み） 

時間 午後１時～随時（午後４時終了） 

参加予約不要  イス用意あり 筆ペンも可 

参加費 納経料３００円 

＊筆、硯、墨等の準備はありますが、使い慣れた

ものを持参していただいても結構です。写経台紙

（手本）、写経用紙はこちらでご用意いたします。 

＊時間内のいつでも写経できます。（１時間位） 

●第５回三遊亭鳳楽独演会 

期日 平成２１年１０月４日（日曜） 

時間 午後４時半開場 ５時開演 

会費 １０００円 

定員 ３００名 

＊今年から開演時間を１時間早めて午後５時になりま

した。７月よりチケットの販売を始めます。鳳楽師匠は

三遊亭円楽師匠の一番弟子です。日本の古典芸能

「落語」の真髄を味わってください。 

 

 


